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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第101期

第２四半期
累計期間

第102期
第２四半期
累計期間

第101期

会計期間
自 2020年４月１日

至 2020年９月30日

自 2021年４月１日

至 2021年９月30日

自 2020年４月１日

至 2021年３月31日

売上高 （千円） 3,590,030 4,269,402 7,473,942

経常利益 （千円） 103,145 290,675 189,893

四半期（当期）純利益 （千円） 76,101 233,243 155,816

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 6,228 6,228 6,228

純資産額 （千円） 2,583,177 2,927,601 2,870,302

総資産額 （千円） 4,995,793 5,426,365 5,014,095

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

（円） 12.24 37.86 25.07

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 6.00

自己資本比率 （％） 51.7 54.0 57.2

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） 57,254 195,749 167,362

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） △13,675 △27,176 △10,495

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

（千円） 430,279 26,499 141,104

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 1,617,815 1,637,000 1,441,928
 

 

回次
第101期

第２四半期
会計期間

第102期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 2020年７月１日

至 2020年９月30日

自 2021年７月１日

至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 7.26 16.87
 

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４ 潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

５　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第２四半期累計期間及び当第２四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当

該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

なお、第１四半期会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を

適用しております。

詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりでありま

す。

 （１）財政状態及び経営成績の概要

第２四半期累計期間（2021年４月１日～2021年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の

急速な拡大がありましたが、ワクチン接種と国民の行動の自粛により発症の減少となってきました。経済活動は業

種間において大きな格差が生じておりますが、鎮静化に伴って経済活動の正常化につながるものと想定されます。

このような状況の中、当社におきましては、世界経済の回復傾向に伴い国際物流貨物が増加し、各国の港湾に貨

物が滞留する事態がおこり、コンテナ不足による海上運賃の上昇に伴う高止まりが続いております。営業利益につ

いては、一部収受料金及び作業体制の見直し、また事務処理の効率化による更なる経費削減にともない前年比で大

きく増加しました。

この結果、当第２四半期累計期間における営業収入は4,269,402千円で、前年同四半期累計期間と比べ679,371千

円（18.9％）の増収となりました。営業利益は213,640千円で、前年同四半期累計期間と比べ157,831千円

（282.8％）の大幅な増益、経常利益は290,675千円で、前年同四半期累計期間と比べ187,529千円（181.8％）の増

益となりました。また、四半期純利益は233,243千円となり、前年同四半期累計期間と比べ157,141千円（206.5％）

の増益となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 ①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましても、営業収入は新型コロナウイルスの影響等による輸送

需要の低迷等も懸念されましたが、前年同四半期比については増収となりました。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は4,144,206千円で、前年同四半期累計期間

と比べ669,335千円（19.3％）の増収となり、全セグメントの97.1％を占めております。　

セグメント利益（営業利益）は353,611千円で、前年同四半期累計期間と比べ149,305千円（73.1％）の増益とな

りました。

 

 ②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、回復傾向にあります。

営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は122,831千円で、前年同四半期累計期間と比べ10,057

千円（8.9％）の増収となり、全セグメントの2.9％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は13,895千円で、前年同四半期累計期間と比べ9,065千円（187.7％）の増益となり

ました。

 
 ③その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入は2,364千円で、前年同四半期累計期間と比べ20千円（0.9％）の減収となり、全セグメント

の0.1％を占めております。セグメント利益（営業利益）は2,336千円で、前年同四半期累計期間と比べ13千円

（0.6％）の減益となりました。
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当第２四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より421,719千円増加して3,275,886千円となりまし

た。これは現金及び預金の増加195,072千円、立替金の増加139,535千円等によるものであります。　

固定資産は、前事業年度末より9,448千円減少して2,150,478千円となりました。これは車両運搬具の増加7,500千

円、投資有価証券の減少26,055千円等によるものであります。

流動負債は、前事業年度末より187,715千円増加して1,514,806千円となりました。これは営業未払金の増加

133,253千円、未払法人税等の増加77,443千円等によるものであります。　

固定負債は、前事業年度末より167,256千円増加して983,957千円となりました。これは長期借入金の増加145,087

千円等によるものであります。　

純資産は、前事業度末より57,299千円増加して2,927,601千円となりました。これは四半期純利益による利益剰余

金の増加233,243千円、自己株式の増加△75,170千円、その他有価証券評価差額金の減少63,488千円等によるもので

あります。

 

（２）キャッシュ・フロ－の状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末比+195,072千円であり、1,637,000千円とな

りました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、195,749千円（前年同四半期は57,254千円）

でありました。これは、税引前四半期純利益計上341,269千円、仕入債務の増減額122,755千円、投資有価証券売却益

△49,393千円、立替金の増減額△139,535千円等が主な要因となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△27,176千円（前年同四半期は△13,675千

円）でありました。これは、投資有価証券の取得による支出△202,684千円、投資有価証券の売却による収入195,507

千円、有形固定資産の取得による支出△20,000千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、26,499千円（前年同四半期は430,279千円）

でありました。これは、長期借入れによる収入370,000千円、長期借入金の返済による支出△226,558千円等によるも

のです。

 
（３）経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
（５）研究開発活動

該当事項ありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,228,039 6,228,039
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株で
あります。

計 6,228,039 6,228,039 － －
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年９月30日 ─ 6,228,039 ─ 2,394,398 ─ 52,473
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(5) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に対
する所有株式数
の割合(％)

大運協力会社持株会 大阪市中央区久太郎町４丁目１-３ 974 16.14

大運従業員持株会 大阪市中央区久太郎町４丁目１-３ 370 6.14

藤　本　弘　和 大阪府吹田市 205 3.40

前　田　慶　和 大阪府貝塚市 170 2.82

UBS AG LONDON A/C IPB
SEGREGATED CLIENT ACCOUNT
 （常任代理人　シティバンク、
エヌ・エイ東京支店）

BAHNHOFSTRASSE45,8001 　
ZURICH,SWITZERLAND
 （東京都新宿区新宿６丁目２７番３０号）

104 1.73

J.P.MORGAN SECURITIES PLC
 （常任代理人　JPモルガン証券
株式会社）

25 BANK STREET CANARY WHARF LONDON UK
 （東京都千代田区丸の内２丁目７番３号）

103 1.72

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－１０号 71 1.18

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 61 1.02

岩　崎　雅　信 大阪府豊中市 57 0.95

赤　瀬　弘 香川県丸亀市 57 0.95

計 － 2,176 36.05
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等）  ― ― ―

議決権制限株式（その他）  ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
　普通株式

190,600 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 5,980,000 59,800 ―

単元未満株式 　普通株式 57,439 ― ―

発行済株式総数  6,228,039 ― ―

総株主の議決権  ― 59,800 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株

（議決権12個）含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式41株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社大運

大阪市中央区久太

郎町4-1-3
190,600 ─ 190,600 3.06

計 ― 190,600 ─ 190,600 3.06
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２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2021年７月１日から2021年９月

30日まで）及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、か

がやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,441,928 1,637,000

  受取手形 854 3,080

  営業未収入金 806,932 881,126

  立替金 558,835 698,371

  その他 48,200 59,018

  貸倒引当金 △2,585 △2,710

  流動資産合計 2,854,167 3,275,886

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 105,504 98,718

   構築物（純額） 2,395 2,255

   機械及び装置（純額） 61,136 55,067

   車両運搬具（純額） 44,362 51,863

   工具、器具及び備品（純額） 9,955 7,892

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 13,720 16,164

   有形固定資産合計 813,258 808,145

  無形固定資産   

   のれん 167,586 153,620

   その他 35,019 27,317

   無形固定資産合計 202,605 180,938

  投資その他の資産   

   投資有価証券 964,690 938,634

   繰延税金資産 4,820 22,622

   差入保証金 79,673 79,411

   その他 321,308 321,297

   貸倒引当金 △226,428 △200,570

   投資その他の資産合計 1,144,064 1,161,395

  固定資産合計 2,159,927 2,150,478

 資産合計 5,014,095 5,426,365
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 44,242 33,744

  営業未払金 624,102 757,356

  1年内返済予定の長期借入金 426,394 424,749

  未払金 40,173 31,458

  未払法人税等 39,652 117,095

  賞与引当金 50,800 52,080

  その他 101,727 98,323

  流動負債合計 1,327,091 1,514,806

 固定負債   

  長期借入金 605,371 750,458

  退職給付引当金 197,405 214,916

  その他 13,924 18,583

  固定負債合計 816,701 983,957

 負債合計 2,143,792 2,498,764

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 52,473 52,473

   資本剰余金合計 52,473 52,473

  利益剰余金   

   利益準備金 14,296 18,025

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 372,764 564,993

   利益剰余金合計 387,060 583,018

  自己株式 △12,023 △87,193

  株主資本合計 2,821,910 2,942,697

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 48,392 △15,096

  評価・換算差額等合計 48,392 △15,096

 純資産合計 2,870,302 2,927,601

負債純資産合計 5,014,095 5,426,365
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業収入 3,590,030 4,269,402

営業原価 3,364,578 3,885,596

営業総利益 225,452 383,806

販売費及び一般管理費 ※１  169,642 ※１  170,165

営業利益 55,809 213,640

営業外収益   

 受取利息 43 17

 受取配当金 18,390 18,711

 受取家賃 13,320 13,200

 受取手数料 3,696 3,696

 雇用調整助成金 5,265 9,946

 受取補償金 － 24,229

 雑収入 20,685 18,696

 営業外収益合計 61,401 88,498

営業外費用   

 支払利息 5,412 3,430

 支払手数料 2,382 2,218

 社債発行費償却 214 －

 賃貸費用 5,809 5,815

 雑損失 246 0

 営業外費用合計 14,065 11,464

経常利益 103,145 290,675

特別利益   

 固定資産売却益 16,554 1,563

 投資有価証券売却益 － 49,393

 特別利益合計 16,554 50,957

特別損失   

 固定資産売却損 274 －

 投資有価証券評価損 － 363

 特別損失合計 274 363

税引前四半期純利益 119,425 341,269

法人税、住民税及び事業税 43,323 108,025

法人税等合計 43,323 108,025

四半期純利益 76,101 233,243
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 119,425 341,269

 減価償却費 37,742 40,787

 のれん償却額 13,965 13,965

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,966 △25,733

 賞与引当金の増減額（△は減少） － 1,280

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 531 17,510

 受取利息及び受取配当金 △18,434 △18,729

 支払利息 5,412 3,430

 為替差損益（△は益） △3 △6

 有形固定資産売却損益（△は益） △16,279 △1,563

 投資有価証券売却損益（△は益） － △49,393

 投資有価証券評価損益（△は益） － 363

 売上債権の増減額（△は増加） 1,650 △76,418

 仕入債務の増減額（△は減少） 47,916 122,755

 立替金の増減額（△は増加） △106,354 △139,535

 その他の資産の増減額（△は増加） 8,647 △8,270

 その他の負債の増減額（△は減少） △15,256 △23,167

 小計 70,996 198,542

 利息及び配当金の受取額 18,434 18,729

 利息の支払額 △5,417 △3,430

 法人税等の支払額 △26,759 △18,092

 営業活動によるキャッシュ・フロー 57,254 195,749

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △70,644 △20,000

 有形固定資産の売却による収入 17,354 －

 投資有価証券の売却による収入 54,103 195,507

 投資有価証券の取得による支出 △9,176 △202,684

 その他の支出 △5,312 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △13,675 △27,176

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 800,000 370,000

 長期借入金の返済による支出 △345,020 △226,558

 社債の償還による支出 △18,650 －

 自己株式の取得による支出 △36 △75,170

 配当金の支払額 △72 △36,651

 リース債務の返済による支出 △5,942 △5,119

 財務活動によるキャッシュ・フロー 430,279 26,499

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 473,857 195,072

現金及び現金同等物の期首残高 1,143,957 1,441,928

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,617,815 ※1  1,637,000
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識基準」という。）等を

第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来、海上保険代理に係る営業収入について総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又は

サービスの提供における役割を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、従来の方針に比べて、当第２四半期累計期間の営業収入が13,692千円、営業原価が13,692千円それぞ

れ減少し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益については影響がありません。また、「四半期財務表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四

半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありま

せん。
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(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期累計期間

(自　2021年４月１日至　2021年９月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 
(四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 
(四半期損益計算書関係)

　　　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日
　 至　2021年９月30日)

役員報酬 29,730千円 32,820千円
従業員給料（賞与除く） 25,707千円 32,959千円
退職給付費用 655千円 2,631千円
減価償却費 9,268千円 9,370千円
のれん償却額 13,965千円 13,965千円
賞与引当金繰入 2,869千円 2,298千円
貸倒引当金繰入 △7,966千円 △25,733千円
雑費 26,822千円 26,508千円

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
 前第２四半期累計期間

（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

現金及び預金勘定 1,617,815千円 1,637,000千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 ─ 千円 ─ 千円

現金及び現金同等物 1,617,815千円 1,637,000千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 
２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　配当に関する事項

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

 2021年６月25日
定時株主総会　

普通株式 利益剰余金 37,285 ６ 2021年３月31日 2021年６月28日
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,474,871 112,774 3,587,645 2,385 3,590,030 － 3,590,030

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

596,717 220,419 817,136 － 817,136 △817,136 －

計 4,071,588 333,193 4,404,782 2,385 4,407,167 △817,136 3,590,030

セグメント利益 204,305 4,830 209,135 2,350 211,486 △155,676 55,809
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△155,676千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

顧客との契約から生じる収
益

4,144,206 122,831 4,267,037 2,364 4,269,402
 
－

4,269,402

 外部顧客への売上高 4,144,206 122,831 4,267,037 2,364 4,269,402 － 4,269,402

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

687,693 244,684 932,378 － 932,378 △932,378 －

計 4,831,899 367,516 5,199,416 2,364 5,201,780 △932,378 4,269,402

セグメント利益 353,611 13,895 367,506 2,336 369,843 △156,203 213,640
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△156,203千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
３ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関す

る会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の「港湾運送事業」の売上高は13,692千円減少し

ておりますが、セグメント利益には影響はありません。
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  （収益認識関係）

   顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

 

　　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

　１株当たり四半期純利益 12円24銭 37円86銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益（千円） 76,101 233,243

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 76,101 233,243

　普通株式の期中平均株式数（千株） 6,214 6,160
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月12日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人

　大阪事務所
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 上　　田　　勝　　久  
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 森　　本　　琢　　磨  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

2021年４月１日から2022年３月31日までの第102期事業年度の第２四半期会計期間（2021年７月１日から2021年９月30日

まで）及び第２四半期累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の2021年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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